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研究成果の概要（和文）：ユーモア理解は，ポジティブな情動を高め，人間の高次な認知処理を

促進すると考えられる。本研究では主に機能的磁気共鳴画像法を用い，4 コマ漫画の文脈を理

解する認知過程において，ユーモアがどの時点でどのように生起するのかを検討した。また行

動実験による検討も加え，ユーモアが記憶に及ぼす影響を，ワーキングメモリの側面から検討

した。その結果，面白さが認知過程に及ぼす効果が検証され，ユーモア理解には側頭葉と側頭・

頭頂結合部，内側前頭部の活動がかかわる知見を得た。また，面白さの強度は，左右両側の小

脳に反映されることも分かった。 

 
研究成果の概要（英文）：Understanding of humor is assumed to enhance positive emotion and 
to promote human’s higher cognitive processing. In this study, using functional magnetic 
resonance imaging (fMRI) technique, we investigated the neural substrates underlying 
humor, and explored when and how humor comprehension would be evoked by a four-scene comic 
strip (manga). We also conducted behavioral experiments and explored an effect of humor 
on working memory. From behavioral and fMRI data, an influence of funny condition on the 
cognitive processing was confirmed, and results of the fMRI studies showed that humor 
comprehension correlates with brain activation of the temporal lobule, the 
temporo-parietal junction, and the medial frontal regions. In addition, subjective 
ratings for funniness were reflected as activation of the bilateral cerebellum. These 
findings suggest that humor comprehension depends on brain activation of the front 
temporal regions and the cerebellum in both hemispheres. 
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１．研究開始当初の背景 
ユーモア理解は，人間の認知情報処理の中

でも，最も高次なものの一つであるが，同時
にその解明が最も困難な処理過程の一つで
もある。日常生活の中では，喜びと同様に怒
りの情動が生起するが，そのような情動喚起
は課題遂行を妨害して，認知過程に与える影

響が大きい。しかし，そのような場面におい
ても，ユーモアを理解して対処することによ
り，ネガティブ情動を緩和することが可能で
あると思われる。 
ユーモア理解の脳内基盤に関する認知神

経科学研究は未解明であるが，笑いについて
の研究から，笑いは中脳辺縁系のはたらきを
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活性化し，神経伝達物質の一種であるドーパ
ミンを放出させると考えられている。しかし，
ユーモアの理解には，単純な笑いのみでなく，
場面理解や状況の把握など，ワーキングメモ
リを基盤にした長期記憶からの情報検索が
重要であると考えられる。 
本研究では，こうした観点から，ニューロ

イメージ研究を通して，ユーモアを導く脳の
基盤を探索することを目的とした。 
この研究の着想に至ったのは，ユーモア理

解を導く脳内ネットワークを，「笑いの自己
報酬系」と見立てた点にある。 
日常生活における，喜びや怒りの情動喚起，

特にネガティブな情動は課題遂行を妨害す
るなど認知過程に与える影響は大きい。ネガ
ティブな情動喚起は，認知判断を誤らせ，思
ってもみない行動を導くことがあり，さらに
は PTSD（外傷性記憶障害）など，長期記憶に
まで痕跡を残す可能性もある。 
そこで，日常場面においてユーモア理解の

脳内基盤を明らかにすることにより，ネガテ
ィブ情動を緩和し，脳の自己報酬系を効果的
に作動させる。これにより課題遂行を促進で
きるのではないだろうか。つまり，ネガティ
ブ情動を緩和させることで認知能力の安定
化が可能であると考える。そこで，ユーモア
理解のプロセスとその脳内基盤の解明から，
健全で，幸福感に満ちたこころの保持を導く
ことができる。人間の健常なこころのはたら
きを維持するためにも，ユーモア理解のプロ
セスとその脳内基盤を解明することは重要
であり，本研究はこれに貢献できるものと考
えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，ユーモアの理解とその脳内基盤
を明らかにすることを目的とした。 
ユーモア理解は，個人の日常生活を豊かに

するとともに，人間関係をスムーズに導く潤
滑油としての役割を果たす。さらに，ポジテ
ィブな情動を高め，高次認知処理を促進する
ものと考えられる。しかしながら，ユーモア
理解の発生メカニズムについては，まだほと
んど解明されていない。 
本研究では，ユーモアの理解が脳のどのよ

うな領域において生起するのか，また，脳の
領域間のネットワークはどのような役割を
果たすのかを，fMRI（機能的磁気共鳴画像法）
により脳の活動領域を推定することによっ
て解明した。また，ユーモア理解に必要なワ
ーキングメモリとの関連についても検討し
た。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，ユーモア理解に関わる脳のメ
カニズムを，事象関連 fMRI 測定により脳の
領域を探索することによって解明した。 

従来のユーモア研究では 1場面の画像など
を用いて検討されてきたのに対して，本研究
では時系列的なユーモア理解の処理過程を
探索するため，わが国で頻繁に読まれている
4 コママンガを用いた。そこでは，1コマ目
から 4コマ目までの導入，発展，展開，解決
のそれぞれの段階における，脳活動の変化を
とらえることができると考えられる。そして，
ユーモア理解の評価に伴う脳活動を測定し，
文脈を理解する認知過程において，ユーモア
がいつ，どのように生起するのかを検討した。 

まず予備調査として，4コマ漫画の面白さ
の評定を行なった。評定値から，面白さが高
い漫画刺激および面白さが低い漫画刺激を
選択した。 
次にこの評定値をもとにした，高低 2種類

の漫画（図 1参照）を刺激材料として，面白
さがワーキングメモリ遂行に及ぼす効果を,
行動実験と fMRI実験の両側面から検討した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 刺激として用いた 4コマ漫画の例（「の
のちゃん」（いしいひさいち作，朝日新聞掲
載）より抜粋。図は国際学会での発表用に，
英語表記に変更したもの）。 
 
行動実験では，ユーモアが記憶に及ぼす影

響を検討した。ここでは特に，人間の認知機
能に重要な役割を果たすワーキングメモリ
に及ぼす影響を探索した。方法は，ワーキン
グメモリの評価法であるスパンテストを基
にして作成した。4 コマ漫画を評定しながら
どの程度漫画の内容を記憶保持できている
かを測定した。 

fMRI実験では，コマごとの脳活動を測定し
て，ユーモアを引き起こすコマ（解決に相当
する，いわゆるオチとなるコマであり，4コ
マ目がそれにあたる）と，そうでないコマの



活動を比較することで，ユーモア理解により
誘発される脳活動領域を推定した。また，マ
ンガの面白さの評定を行ない，その評定によ
り，脳の活動の差を測定した。さらに，ユー
モア理解がワーキングメモリ課題遂行に及
ぼす影響を検討した。 
 
４．研究成果 
 行動実験による漫画の理解と保持のワー
キングメモリの結果から，ワーキングメモリ
の遂行は，面白さが高いと判断された 4コマ
漫画では，面白さが低い漫画よりも再認の遂
行率が高くなる結果が得られた。さらに，再
認項目が言語内容であっても，画像であって
も，ともにワーキングメモリの遂行が高い結
果が得られた。この結果から，4 コマ漫画の
ワーキングメモリについては，言語，画像と
もに，面白さの効果を受けることが分かり，
ともにユーモア理解に役立っていることが
示唆された。 
このように，面白さが認知過程に及ぼす効

果が検証されたため，さらにその脳内機構を
探索する検討を行なった。fMRIを用いた実験
では，4 コマ漫画を 1 コマごとに継時的に提
示して，脳の活動領域を測定した。さらに，
2 コマ目と 1 コマ目，3 コマ目と 1 コマ目，4
コマ目と 1コマ目の活動を比較した。その結
果，2 コマ目と 1 コマ目の比較においては，
顕著な活動領域の差は認められなかった（図
2 参照）。しかし，漫画のストーリーが展開す
る 3 コマ目と 1 コマ目を比較した結果から，
左の側頭・頭頂結合部（temporo-parietal 
junction: TPJ），右の上側頭溝（superior 
temporal sulcus: STS）， 両 側 の 側 頭極
（temporal pole: TP）の活動増強が認めら
れた（図 3参照）。また，4コマ目と 1コマ目
を比較したところ，4コマ目の画像提示では，
3 コマ目に認められた領域の活動に加えて，
下前頭回（inferior frontal gyrus: IFG），
内側前頭回（medial frontal gyrus: MFG）
領域の活動増強が認められた（図 4 参照）。
また，それぞれの領域の活動は，両側に認め
られた（図 2～4参照）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 面白さ高漫画の，2 コマ目提示時の脳
活動から，1 コマ目提示時の脳活動を差分し
た結果。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 面白さ高漫画の，3 コマ目提示時の脳
活動から，1 コマ目提示時の脳活動を差分し
た結果。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 面白さ高漫画の，4 コマ目提示時の脳
活動から，1 コマ目提示時の脳活動を差分し
た結果。 
 
さらに，面白さが高く評定された漫画と低

く評定された漫画の脳活動を，各コマごとに
比較した。すると，1～3コマ目までは両者に
顕著な違いは見られなかった（図 5 参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 1～3 コマ目の，「面白さ高」の脳活動
から，「面白さ低」の脳活動を差分した結果。 
 
しかし，4 コマ目について面白い漫画条件と

面白くない漫画条件を比較したところ，面白
さが高く評定された漫画条件においては，両



側の小脳（cerebellum）の活動増強が顕著に
認められた（図 6参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 4コマ目の，「面白さ高」の脳活動から，
「面白さ低」の脳活動を差分した結果。 
 
本研究の結果から，ユーモア理解は，刺激

の認知過程に伴い段階的に進展することと，
側頭・頭頂結合部の活動が認知過程の早い段
階で現れていることが分かった。この領域は，
前駆的役割を果たすことが推察される。また，
側頭葉，内側前頭部の活動がかかわる知見を
得た。このような領域の活動は，認知プロセ
スの解決段階（漫画のオチにあたる 4コマ目）
以前にすでに活動を示していることが興味
深い。このような活動の基にユーモア理解は
成立するものと思われる。また，これらの領
域は，自己認知，自己モニタリングの制御に
も関連することから，両過程の関連が推察で
きる。さらに，面白さの判断には，小脳がか
かわることが分かった。加えて，ユーモア理
解にかかわって活動した領域は，左右の両側
にまたがっている知見も得られた。このよう
な脳領域の活動が，ユーモア理解に伴うワー
キングメモリの効率を高めているものと推
察される。 
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